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日 時 ： 令和７年３月１７日（月） 

                  １３時３０分から１４時３０分まで 

場 所 ： 公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団 



公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団 第４４回理事会議事録 

 

 

日時  令和７年３月１７日（月） 

１３時３０分から１４時３０分まで 

場所  公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団会議室 

 

 

【理事の現在数】 ９名 

 

【出席者】 

  理  事   平井 省三  石羽根 惠子  大久保士郎  小笠原隆行  上濱 龍也 

  嵯峨 俊幸    鈴木 祐子    和野  亘   平野 信二 

  監  事   猿ヶ澤 顕洋 新屋 浩二 

【欠席者】  

  なし 

 

【報告事項】 

代表理事の職務執行状況について 

 

【議決事項】 

議案第１号 令和７年度公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団事業計画について 

議案第２号 令和７年度公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団収支予算について 

議案第３号 公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団地域職員就業規程の一部を改正する規程

について 

議案第４号 第29回公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団評議員会の開催について 

 

【議事の経過】 

 

１ 開 会 

 

２ 出席理事数の報告 

 

３ 理事長あいさつ 

 

４ 議 事 

（１）報告事項 

    

平井理事長 

 

 

 

 

 出席理事数  理事９名中 出席９名 

 

 

 

 

 代表理事の職務執行状況について 

                                  

（報告事項）                                 

・ 事業計画及び事業予算の執行、実施について                                

・ 規程等の運用・実施について                                    



 

 

 

  質 疑 

 

（２）審議事項 

議案第１号、第２号 

 

 

 

 

   鈴木理事 

   

 

 

 

 

   嵯峨事務局長 

 

 

 

 

鈴木理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小笠原総務企画課長 

 

 

 

 

 

  平野理事 

 

・ 職員の人事及び組織管理について 

・ 財産の管理について    

                              

なし 

 

 

議案第１号 令和７年度公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団事業

計画について 

議案第２号 令和７年度公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団収支

予算について 

 

 少ない財源の中で、古い施設と人的資源を活用しながら工夫をして運

営されていると思う。特に県北青少年の家の新規事業で計画している「し

ゅくだいバス」は、親と一緒に活動できない子供を対象に様々な体験活

動等ができる環境を整備し、利用促進しているものと見受けられるが具

体的にどのような事業なのか。 

 

県北青少年の家の「しゅくだいバス」は、施設のバスを活用して県北

管内の子供を施設に受け入れ、学校の宿題や創作活動、自然体験ができ

る環境を整備し、夏休み冬休み等の長期休業を活用した事業の展開を計

画している。 

 

とても良い事業だと思う。このような事業をモデルケースに親子や子

供へのケアをしながら様々な事業を展開してほしい。 

陸中海岸青少年の家でも施設まで来ることができない団体のために職

員が現地へ赴き活動の支援を行う「やまびこキャラバン」を実施してい

るようだが、自ら施設へ行くことのできないような人へのケアができて

いてとても良い事業だと思う。 

先日の大船渡の山火事で、被災した方々がボランティアの学生とラジ

オ体操をしている姿を見た。事業団でも被災した方へ、体を動かす等の

支援を行い、事業団の専門分野でもあるスポーツの振興、青少年の健全

育成をアピールしていくと良いのではないかと考える。 

 

大船渡の山火事のお話しがあったが、事業団では、東日本大震災の際

に被災者が仮設住宅で、運動不足になっている方が多くいたことから、

指導員を派遣し運動指導等を行った。現在も講師を派遣する事業を展開

していることから、被災地域や被災者との都合が合えば、支援をしてい

けるのではないかと考える。 

 

令和６年度スポーツフェスティバルでは、岩手県スポーツ協会及び協

会加盟競技団体がスポーツ体験会に参加させていただいた。参加した競



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  嵯峨事務局長 

 

採 決 

 

  議案第３号 

 

    

  質 疑 

 

  採 決 

 

  議案第４号 

 

 

  質 疑 

 

採 決 

 

５ その他 

   

   

 

６ 閉 会 

技団体からは、人も多く来ていて体験会も盛り上がり、非常に良い機会

であったとの評価をいただいている。今回の連携について御礼申し上げ

る。 

令和７年度計画でもスポーツフェスティバルを計画しているが、岩手

県スポーツ協会としても、このような機会を引き続き活用させていただ

き、スポーツ人口の底辺拡大に取り組んでいきたいと考えている。 

競技団体とも連携を図り、充実した形で参加できるよう、引き続き協

力をお願いしたい。 

勤労身体障がい者体育館の自主事業で、「レクスポ体験会」を計画して

いるが、会場が県営体育館となっている。スペース等を考慮して会場を

県営体育館としているのか。 

 

そのとおり。 

 

議案第１号、議案第２号は原案どおり可決された。 

 

議案第３号 公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団地域職員就業規

程の一部を改正する規程について 

 

なし 

 

議案第３号は原案どおり可決された。 

 

議案第４号 第 29回公益財団法人岩手県スポーツ振興事業団評議員会

の開催について 

 

なし 

 

議案第４号は原案どおり可決された。 

 

小笠原総務企画課長から、「県出資等法人に係る中期経営計画書」の一

部修正、「施設利用状況（令和６年４月～令和７年２月）」について説明

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 


